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政　策　提　言　の　概　要

現状分析

近年、地震や風水害が発生した際に、災害時要援護者（特に高齢者・障害者）が犠牲
になるケースが多い。

市町村では、国が策定した「災害時要援護者の避難支援ガイドライン」に基づき、災
害時要援護者避難支援計画（避難支援プラン）の策定を進めている。

制度概要を定めた「基本計画」の策定は進んでいるが、災害時要援護者を実際に支援
するための「個別計画（実施計画）」を定めていく上で、多くの課題に直面してい
る。

※災害時要援護者とは
　災害時に自力での情報入手や避難が困難な方
　具体的には、高齢者・障害者・日本語がわからない外国人・乳幼児・妊婦など

課　題

課題１
災害時要援護者の名簿
登録者数が増えない。

課題２
地域住民が地域内の災
害時要援護者の状況が
把握できない。

提　言

災害時要援護者登録
制度実施に関する条例
の制定

地域の事業所（企業）
による避難支援

現在の名簿登録は、本人の希望に
基づき登録しているが、災害時に
は住民の命を守ることが最優先と
なるので、明らかに支援が必要と
判断される方について登録を義務
化する。

施　策

「災害時要援護者支援協力事業所
表示制度」を制定し、事業所と地
域住民は協力しながら、災害時要
援護者に対する支援を行う。

災害時要援護者登録
マップの作成

災害時に要援護者の居場所を早期
特定するために、登録者名簿に基
づき、災害時要援護者分布地図を
作成する。

目　標　：　災害での犠牲者ゼロを目指す

課題３
災害時要援護者を支援
する支援者が少なく、
安否確認、避難誘導等
の体制が整わない。
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